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「人口の将来ビジョン」 

２０４０年において 

６万人規模の総人口を維持する 

多治見市の人口目標の「目標人口」と「推計人口」のライン

を古賀市にあてはめたらどうなるのか？ 

まさか破線のような右肩上がりラインを想定するのか？ 

実際は５８，４００人 

推計では５９，２４５

から５９，９９７ 

目標人口をなぜ修正しないのか？ 

あと４年間で１．６に

アップさせる対策はある

のか？こうした目標設定

は意味があるのか？ 

第４次総合振興計画基本構想の「人口目標」に関する９

月１日の中村隆象市長答弁 

「６万５千人は政策目標であり、古賀市にとってベスト

な人口でありそこまで増やすべきである。それが難しい

時は現実的な目標が必要かもしれないが、６万５千人は

どこかに掲げておく必要がある。マスタープランに掲げ

るしかない」・・・・・人口ビジョンでは２０４０年ま

での４通りの推計があるが、６万５千人（２０２１年）

は論外の数字である。それでも掲げる必要があるのか？ 
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従業員１人あたりの付加価値が低いと

はどういう意味か？なぜ問題か？ 

２０２０年に製造品出荷額を２７００億円

にする目標は適切か？ 

過去の実績はバブル期の２５００億円 

基準値２０１３年の２２１８億円 

２０１４年は２０１３年より下がった 
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５つの政策に加え、 

「政策を実行する行財政運

営」を加え、計画的財政運

営による総合計画に必要な

事業費を確保すると明記 

多治見市は市長の任期と連動した総合計画、前期計画、後期計画、実行計画によっ

て行財政運営を行っている。 

市長マニフェストを通じて市民の政策選択が総合計画に反映される仕組みである。 

多治見市は健全財政に関する条例：第18条 

市長は、毎年度、総合計画との調整のもと

で、中期的な期間における各年度について、

次に掲げる事項を記載した財政計画を策定し

なければなりません。 

９月１日の本会議で総務部長は、「後期基本計画と連動した財政計画は重要」、「中長期的な財政計画の

精度を上げていく」と答弁。しかし、あくまで「内部資料であり庁内で作っていきたい」と答弁。 ③ 


